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責任者・山﨑恒雄
編纂人・小手川勲

同窓の拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を ！！

去る5月27日、拉致被害者家族は、来日し
ていたトランプ米大統領や安倍首相と東
京・元赤坂の迎賓館で約40分間にわたり面
会をしました。

松木氏の姉の斎藤文代さん、弟で九学OB
の松木信宏氏（S43回）も同席し、「40年間拉
致されたままの状態を打破して欲しい」と
両首脳に訴えました。

松木氏は6月13日に満66歳の誕生日を迎
えます。毎年、この日が近づくと家族や「救

う会熊本」、熊本県拉致議連などが同市の繁華街で奪還を呼びか
ける署名活動を行っています。姉の斎藤文代さんは「国民、県民
の皆さまの声が全員救出へ大きな力になる」と訴えています。

松木氏は、京都外大大学院１年生時にスペイン留学中、小旅行
先のオーストリアで石岡亨さんらと消息を絶ち、1980年に一
通の手紙から北朝鮮にいることが判明しました。事件には1970
年の日航機「よど号」ハイジャックで北朝鮮に亡命した赤軍派メ
ンバーらが関与したと思われています。2002年に警察庁が拉
致被害者と認定の後、北朝鮮から遺骨が日本政府へ引き渡され
ましたが、鑑定の結果別人の物と断定されています。

松木氏救出のために、同窓の皆様のご協力を宜しくお願い致
します。

九学会S47回実行委員会
（090-7382-0704）

◉ バスタオル
◉ トートバッグ
◉ マフラータオル
◉ 九學ラーメン
　などもご用意して
　おります。Ｔシャツ（サイズはM・Ｌのみ）

オリジナルグッズ販売のご案内

■
４
月
◦
第
５
回
実
行
委

員
会
「
１
・
６
の
つ
く
回
」

◦
九
州
学
院
大
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会

■
５
月
◦
奨
学
金
授
与
式

■
６
月
◦
同
窓
会
新
聞
発

行
◦
役
員
会
、実
行
委
員
会

「
１
・
６
の
つ
く
回
」反
省
会

■
９
月
◦
常
任
幹
事
会

■
10
月
◦
奨
学
生
・
給
費

生
を
励
ま
す
会

■
11
月
◦
常
任
幹
事
会

◦「
九
学
通
信
」に「
同
窓

会
だ
よ
り
」
を
記
載

■
12
月
◦
実
行
委
員
会

「
２
・
７
の
つ
く
回
」

■
１
月
◦
若
手
の
会
成
人

式
◦
実
行
委
員
会
「
２
・

７
の
つ
く
回
」

■
２
月
◦
「
九
学
通
信
」

に
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
を

記
載
◦
常
任
幹
事
会
◦
実

行
委
員
会「
２
・
７
の
つ
く

回
」
◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス

幹
事
と
の
懇
親
昼
食
会

■
３
月
◦
高
校
新
卒
業
生

２
０
１
９
同
窓
会
活
動
計
画

若
手
の
会
に
ご
協
力
を

に
記
念
品
贈
呈
◦
高
校
卒

業
式
に
Ｓ
22
回
（
卒
業
50

年
）
と
Ｓ
42
回
（
卒
業
30

年
）
を
学
院
か
ら
招
待
◦

中
学
校
新
卒
業
生
に
記

念
品
贈
呈
◦
実
行
委
員
会

「
２
・
７
の
つ
く
回
」、
常

任
幹
事
会

※
正
副
会
長
会
、
拡
大
正

副
会
長
会
、
各
委
員
会

（
会
員
・
育
英
奨
学
・

企
画
・
広
報
）
は
、
適

宜
開
催
の
予
定

※
各
地
域
支
部
の
総
会
に

は
、
例
年
ど
お
り
学
校

の
教
職
員
と
と
も
に
同

窓
会
役
員
が
出
席
の
予

定

若
手
の
会 

会
長

漆
野
和
也
（
Ｓ
48
回
）

若
手
の
会
会
長
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
若

手
の
会
の
活
動
は
主
に

「
チ
ャ
ペ
ル
成
人
式
」
を

主
催
す
る
こ
と
で
す
。
同

窓
会
本
部
と
連
携
し
な
が

ら
九
州
学
院
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

多
く
の
若
手
に
「
大
同
窓

会
」
へ
の
参
加
を
呼
び
掛

け
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長 

寺
田　

聡

 

松
本
明
大

事
務
局
長 

中
野
譲
滋

事
務
局
次
長 

島
田　

修

4
月
19
日
㈮
夜
、
熊
本

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
於

い
て
「
２
０
１
９
九
州
学

院
大
同
窓
会
定
期
総
会
・

懇
親
会
」
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
５
5
０
人
が

集
う
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
長
団
の

坂
田
和
洋
氏
（
Ｓ
31
回
）、

吉
永
彰
一
氏
（
Ｓ
36
回
）

の
進
行
の
も
と
、
杉
本
素

一
事
務
局
長
（
Ｓ
39
回
）

よ
り
平
成
30
年
度
活
動
報

告
、
同
決
算
報
告
、
平
成

31
年
度
活
動
計
画
、
同
予

算
案
な
ど
の
審
議
が
な
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
で
は

冒
頭
に
小
副
川
幸
孝
チ
ャ

プ
レ
ン
に
よ
り
同
窓
会
や

学
院
関
係
の
物
故
者
を
お

ぼ
え
て
の
祈
り
が
献
げ

ら
れ
、
山
﨑
恒
雄
同
窓
会

会
長
（
Ｓ
21
回
）、
佃
義

憲
大
同
窓
会
実
行
委
員
長

（
Ｓ
26
回
）、
阿
部
英
樹
院

長
（
Ｓ
28
回
）
が
挨
拶
し

ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
九
学
中
高
チ
ア
ダ
ン

ス
部
が
会
場
を
盛
り
上
げ

る
恒
例
の
演
技
を
披
露
、

吉
永
彰
一
実
行
副
委
員
長

（
Ｓ
36
回
）
の
発
声
で
乾

杯
の
後
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と

移
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ス

テ
ー
ジ
で
来
賓
、
現
役
教

職
員
な
ど
の
紹
介
の
後
、

祭
九
学
会
（
井
雅
之
会
長
・

Ｓ
47
回
）
役
員
、
同
窓
会

若
手
の
会
（
漆
野
和
也
会

長
・
Ｓ
48
回
）
役
員
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
再
会
を
喜
び
合

い
、
学
生
時
代
の
思
い
出

話
や
近
況
を
語
り
合
う
参

加
者
た
ち
の
歓
喜
の
声
で

満
ち
溢
れ
、
宴
の
後
半
に

は
豪
華
景
品
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
行

わ
れ
終
始
和
気
藹
々
と
し

た
ム
ー
ド
で
大
い
に
賑
わ

2019大同窓会に550名
〜We are all KG students forever〜

九州学院同窓会会長
山﨑 恒雄（S21回）

令和元年の新元号となり、これ
まで上皇は、激戦地を訪れ、慰霊
をはじめとして世界平和に向けた
活動や、国内の被災地に何度も

足を運ばれ、被災者に寄り添われる姿が報道されるたび
に、上皇后との二人三脚の支えあいが多くの国民の心
を打ったものです。

ところで、この令和の同窓会の関心事は、ヤクルト球
団の村上選手の大活躍です。快挙でありこの上ない朗
報です。同窓生に大きなインパクトとなって内外に希望
と喜びを与えています。

九州学院も災害復興募金活動を残すところ、あと2年
少々となりました。学年主体の募金活動も目標額を上
回る学年が出てきました。また、県立劇場で在校生の部
活発表始め、卒業生によるチャリティーコンサートなど
の復興イベントの協賛広告には多くの同窓生の協力が
あっています。同窓会員の皆様方にも今一度募金への
ご理解ご協力をよろしくお願いします。

各支部との連携を令和においても、確実に努力し一
層密にしていきたいと思います。

同窓会長挨拶

新たな時代 同窓会の一層の団結を

今年も咲いた「なんじゃもんじゃの木」の花

い
ま
し
た
。

最
後
に
堤
建
太
氏 

（
Ｓ

52
回
）
の
エ
ー
ル
の
後
、

参
加
者
一
同
声
高
ら
か
に

九
州
学
院
校
歌
を
斉
唱

し
、
大
住
裕
司
次
年
度
実

行
学
年
代
表
（
Ｓ
27
回
）

の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

九州学院大同窓会

祭
九
学
会 

会
長

ご
挨
拶

井　

雅
之（
Ｓ
47
回
）

（
ボ
ク
シ
ン
グ
部
）

祭
九
学
会
は
今
年

結
成
40
周
年
を
迎
え
、

秋
の
例
大
祭（
9
月
16

日
）に
向
け
、
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

九
州
学
院
卒
業
生

同
志
の
固
い
絆
を
発

揮
し
、
伝
統
と
文
化

の
護
持
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

促
進
に
向
け
、
頑
張

り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

副 

会 

長 

松
永
正
行

（
剣
道
部
）

事
務
局
長 

緒
方
邦
也

（
野
球
部
）

担
当
学
年 

Ｓ
47
回
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北
京
五
輪
リ
レ
ー
、

銀
メ
ダ
ル
に
繰
り
上
げ

末
續
慎
吾
氏（
Ｓ
51
回
）

末
續
慎
吾
選
手
（
Ｓ
51

回
）
は
、
２
０
０
８
年
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
五
輪
）

の
陸
上
男
子
４
０
０
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
日
本
代
表

と
な
り
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
優

勝
し
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
選

手
が
ド
ー
ピ
ン
グ
再
検
査

で
失
格
と
な
っ
た
こ
と
が

昨
年
公
表
さ
れ
３
位
か
ら

２
位
に
繰
り
上
が
り
、
5

月
12
日
㈰
、
世
界
リ
レ
ー

大
会
の
会
場
で
あ
る
横
浜

市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で

日
本
代
表
へ
の
銀
メ
ダ
ル

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
役
選
手
と
し
て
の

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

か
ら
し
蓮
根
が
漫
才

新
人
賞
！

松
本
伊
織
氏（
Ｓ
64
回
）

杉
本
青
空
氏（
Ｓ
64
回
）

3
月
3
日
に
行
わ
れ
た

「
漫
才
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ス
ペ

シ
ャ
ル
第
8
回
読
売
テ
レ

ビ
漫
才
新
人
賞
決
定
戦
」

で
、
九
学
Ｏ
Ｂ
の
漫
才
コ

ン
ビ
か
ら
し
蓮
根
が
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
出
身
の
松

本
伊
織
氏
と
放
送
部
出
身

の
杉
本
青
空
氏
（
共
に
Ｓ

64
回
）
の
二
人
は
高
校
時

代
か
ら
コ
ン
ビ
を
組
ん
で

結
成
8
年
目
を
迎
え
る
今

年
、
つ
い
に
大
き
な
賞
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

「
読
売
テ
レ
ビ
漫
才
新

人
賞
」
は
芸
歴
10
年
目

ま
で
の
若
手
芸
人
を
対
象

に
し
た
漫
才
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
3
回
の
選
考
会
か
ら

選
ば
れ
た
6
組
が
決
勝
戦

に
進
出
し
、
王
者
の
称
号

と
賞
金
１
０
０
万
円
を
か

け
て
ネ
タ
バ
ト
ル
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

被
災
者
を
ピ
ア
ノ
演

奏
で
激
励

岩
下
真
麻
氏（
Ｊ
58
回
）

3
月
16
日
の
午
後
、
熊

本
地
震
で
特
に
被
害
の
大

き
か
っ
た
益
城
町
の
人
達

を
音
楽
と
お
菓
子
で
励
そ

う
と
計
画
さ
れ
た「
宏（
お

お
）
き
な
樹
カ
フ
ェ
コ
ン

サ
ー
ト
」（
主
催
：
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
ち
こ
っ

ち
）
が
、
益
城
町
テ
ク
ノ

仮
設
住
宅「
み
ん
な
の
家
」

大
集
会
所
で
開
か
れ
、
東

京
で
活
躍
中
の
ピ
ア
ニ
ス

シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生

ト
岩
下
真
麻
さ
ん
（
Ｊ
58

回
）
が
仲
間
の
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
と
見
事
な
演
奏
を

披
露
し
被
災
者
の
み
な
さ

ん
に
元
気
を
与
え
ま
し

た
。岩

下
さ
ん
は
九
中
卒
業

後
に
上
京
、
東
京
芸
大
附

属
高
校
か
ら
東
京
藝
術
大

学
に
進
学
し
ピ
ア
ノ
、
大

学
院
で
室
内
楽
を
専
攻
し

た
優
秀
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
竜
之
介
先
生
、

走
る
！
」を
出
版

徳
田
竜
之
介
氏（
Ｓ
32
回
）

人
気
Ｔ
Ｖ
番
組
「
情
熱

大
陸
」
に
も
出
演
し
た
、

竜
之
介
動
物
病
院
の
徳
田

竜
之
介
院
長
（
Ｓ
32
回
・

１
９
８
０
年
卒
）
の
熊
本

地
震
の
際
の
取
り
組
み
を

題
材
に
し
た
児
童
書
「
竜

之
介
先
生
、
走
る
！
熊
本

地
震
で
人
と
ペ
ッ
ト
を

救
っ
た
動
物
病
院
」
が
ポ

プ
ラ
社
か
ら
こ
の
ほ
ど
発

売
さ
れ
ま
し
た
。

本
の
著
者
は
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
の
片
野
ゆ

か
さ
ん
で
約
1
年
に
わ
た

り
徳
田
院
長
を
取
材
し
た

も
の
で
す
。

「
僕
の
ユ
ー
ト
ピ
ア 

見
果
て
ぬ
夢
」を
出
版

葉
山
祥
鼎
氏（
Ｓ
19
回
）

葉
祥
明
阿
蘇
美
術
館

（
南
阿
蘇
）
の
葉
山
祥
鼎

館
長
（
Ｓ
19
回
）
が
、リ
ー

ブ
ル
出
版
か
ら
小
説
「
僕

の
ユ
ー
ト
ピ
ア 

見
果
て

ぬ
夢
」を
出
版
し
ま
し
た
。

自
身
の
体
験
に
な
ぞ
ら
え

た
ス
ト
ー
リ
ー
に
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
加
え
た
半
自
伝

的
な
内
容
で
、
熊
本
地
震

を
経
て
温
め
て
き
た
新
し

５
月
13
日
㈪
、
１
号
館

会
議
室
に
お
い
て
九
州
学

院
同
窓
会
育
英
奨
学
委
員

会
に
よ
る
今
年
度
奨
学
生

に
対
す
る
奨
学
金
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
１
９
８
１
年
の
創

立
70
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
１
９
８
３
年
か

ら
九
州
学
院
同
窓
会
が
始

め
た
も
の
で
す
が
、
２
０

１
５
年
か
ら
「
九
州
学
院

ナ
ル
ド
の
壺
基
金
」
に
組

み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
中
高
に
在
籍
す
る

奨
学
生
Ａ
有
資
格
者
の
中

か
ら
特
に
優
秀
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
人
に
対
し
て

奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。今

年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
は
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生
３
人
、
高

校
生
３
人
が
選
ば
れ
、
授

与
式
で
は
阿
部
院
長･

校

長
と
青
山
育
英
奨
学
委

員
長
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
、
奨
学
生
一
人
一
人
に

認
定
証
と
奨
学
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。

同
窓
会
育
英
奨
学
金 

今
年
度
は
中
高
6
人
に
授
与

日本オリンピック委員会（JOC）
新会長に山下泰裕氏（名誉卒業生）が就任
全日本柔道連盟会長の山下泰裕常務理事が、日本オリンピッ

ク委員会（JOC）の新会長に就任することになりました（7月4日
の同会理事会で正式決定）。新会長の任期は７月から2年間で、
JOCは山下会長のもとで2020年東京五輪を迎えることになり
ます。

1984年ロサンゼルス五輪の柔道無差別級で金メダルに輝
き、国民栄誉賞を受賞。85年の引退後は国際柔道連盟理事など
を務め、13年にJOC理事に就任し、17年から選手強化本部長
を務めています。現在は東海大学教授で副学長の要職にも就い
ています。

山下氏は高校二年生の夏まで九州学院に在籍していましたが、
柔道の修行のために大学生とも練習が出来る東海大相模高校に
転校しました。しかしながら本
人の希望と同窓会の推薦もあ
り2007年に九州学院名誉卒
業生（S28回）に正式に認めら
れ証書も手渡されました。

山下氏の最大の魅力のク
リーンであるという人間性を
認められたところが素晴らしい
ことであり、同窓会の誇りでも
あります。これからのさらなる
ご活躍をお祈りしましょう。

各
地
の
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

東
京
九
学
会

　

日　

時　

７
月
6
日
㈯
17
時
〜

　

場　

所　

学
士
会
館
（
神
保
町
）

　

連
絡
先　

高
森
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
０
・
５
７
９
２
・
０
１
０
０

関
西
九
学
会

　

日　

時　

６
月
８
日
㈯
15
時
〜

　

場　

所　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
大
阪
（
淀
屋
橋
）

　

連
絡
先　

安
藤
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
０
・
４
４
９
４
・
５
１
３
１

八
代
九
学
会

　

日　

時　

７
月
13
日
㈯
受
付
18
時
〜

　

場　

所　

日
本
料
理 

葵
（
八
代
市
）

　

連
絡
先　

緒
方
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
６
５
・
３
２
・
３
１
２
０

3
月
1
日
に
高
校
、
３

月
９
日
に
中
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
そ
れ
ぞ
れ

挙
行
さ
れ
、
新
た
に
同
窓

会
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。高

校
の
卒
業
式
に
は
毎

年
卒
業
50
年
と
30
年
の
同

窓
生
が
学
校
か
ら
招
か
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
Ｓ

21
回
の
卒
業
生
、
Ｓ
41
回

卒
業
生
の
有
志
が
参
加
し

ま
し
た
。
式
の
後
は
会
議

高
校
卒
業
式
に
同
窓
生
も
列
席

〜
卒
業
50
年（
Ｓ
21
回
）、30
年（
Ｓ
41
回
）の
有
志
〜

室
で
さ
さ
や
か
な
食
事
を

し
な
が
ら
、
学
院
時
代
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。
来
年
は
Ｓ

22
回
と
Ｓ
42
回
の
卒
業
生

が
招
待
さ
れ
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
が
卒
業
生

全
員
に
記
念
品

同
窓
会
で
は
九
学
中
、

九
学
高
を
卒
業
す
る
生
徒

全
員
に
毎
年

お
祝
い
の
記

念
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で

色
々
な
物
が

贈
ら
れ
て
来

ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年

は
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
し

た
皮
、
金
属

で
造
ら
れ
た

秀
逸
品
で
す
。

新
卒
代
表
と
同
窓
会

役
員
が
懇
親
会

2
月
25
日
㈪
、
高
校
3

年
生
の
卒
業
式
前
の
最
終

登
校
日
の
昼
休
み
、
恒
例

の
同
窓
会
主
催
「
新
卒
業

生
ク
ラ
ス
代
表
と
同
窓
会

役
員
の
懇
親
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
世
話
係
に
選

ば
れ
た
各
組
2
名
（
9
ク

ラ
ス
）
計
18
名
と
、
同
窓

会
の
役
員
、
高
校
3
年
の

担
任
や
職
員
な
ど
50
名
以

上
が
会
議
室
に
集
ま
り
、

和
や
か
に
談
笑
し
ま
し

た
。
新
役
員
と
し
て
の
ご

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま

す
。

い
村
づ
く
り
へ
の
思
い
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
五
高・東
光
会
〜
日
本
精
神
を

死
守
し
た
１
８
５
人
〜
」を
発
刊

荒
牧
那
三
氏（
Ｓ
18
回
）

熊
本
日
日
新
聞
社
の
社

会
部
長
、
論
説
委
員
を
歴

任
し
た
、荒
牧
那
三
氏（
Ｓ

18
回
）
が
「
五
高
・
東
光

会
〜
日
本
精
神
を
死
守
し

た
１
８
５
人
〜
」
を
発
刊

し
ま
し
た
。

大
正
末
期
、
社
会
主
義

思
想
の
氾
濫
へ
の
危
機
感

か
ら
、
旧
制
第
五
高
等
学

校
に
誕
生
し
た
学
生
団
体

「
東
光
会
」
の
そ
の
思
想

と
行
動
の
軌
跡
を
明
ら
か

に
し
た
労
作
で
す
。

村上宗隆選手の大活躍に感動
九州学院野球部ＯＢ会会長　河田啓吾（S28回）

昨年春、１位指名でヤクルトに入団した我が校ＯＢの村

上宗隆君が開幕より素晴らしい成績を重ね大活躍してい

ることは、ご承知の方も多いのではないかと思います。

野球部ＯＢとしましても、とても名誉なことで大変うれし

く思っております。

私は村上君の壮行会の挨拶で、｢素晴らしい素質と将来

性をもっているが、とにかく寝食を忘れる位野球に打ち込

み、他の選手の何倍も努力をして欲しい｣とエールを送っ

たことを覚えています。努力が実り野球選手として素晴

らしいスタートを切った村上君ですがこれから調子のい

い時ばかりではないと思います。そんな時も、努力を怠ら

ず、そして近い将来日本を代表する様な、スケールの大き

い選手に育ってくれる

事を期待しています。

そして、野球部ＯＢは

もちろんのこと、同窓会

の皆様にはいかなる時

も村上君を温かく見守

り、応援していただけれ

ばと思います。




